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主な事業内容:
繊維 機能化成品 炭素繊維複合材料

環境・
エンジニアリング

ライフサイエンス
／その他

東レはあらゆるモノづくりのモトになる素材を化学の力を利用して生み出す総合素材メーカー東レはあらゆるモノづくりのモトになる素材を化学の力を利用して生み出す総合素材メーカー

会社名: 東レ株式会社

設立: 1926年1月

資本金: 1,479億円

売上収益: 2兆4893億円 （2023年3月期）

連結対象会社: 310社 （国内114社、海外196社）

従業員数: 東レ 6,992人

国内連結子会社 10,420人

海外連結子会社 31,270人

計 48,682人
(2023年3月31日現在)

会社概要
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企業理念

わたしたちは
新しい価値の創造を通じて

社会に貢献します

経営基本方針

お客様のために
新しい価値と
高い品質の製品とサービスを

社員のために 働きがいと公正な機会を

株主のために 誠実で信頼に応える経営を

社会のために
社会の一員として責任を果たし
相互信頼と連携を

ビジョン

東レグループ サステナビリティ・ビジョン
2

東レ理念

企業行動指針

◆安全と環境

◆倫理と公正

◆お客様第一

◆人材重視

◆情報開示

◆人権尊重

◆革新と創造

◆現場力強化

◆連携と共創
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地球規模での温室効果ガスの
排出と吸収のバランスが達成
された世界（GHG排出実質ゼロ
の世界）

資源が持続可能な形で
管理される世界

誰もが安全な水・空気を利用
し、自然環境が回復した世界

すべての人が健康で衛生的な
生活を送る世界

気候変動対策を
加速させる

持続可能な循環
型の資源利用と
生産に貢献する

安全な水・空気を
届け、環境負荷
低減に貢献する

医療の充実と
公衆衛生の普及
促進に貢献する

1

2

3

4

東レグループが
取り組む課題

東
レ
グ
ル
ー
プ
の
革
新
技
術
・
先
端
材
料

2050年に目指す4つの世界

世界が直面する「発展」と「持続可能性」の両立をめぐる地球規模の課題に対し、革新技術・先端
材料の提供により、本質的なソリューションを提供します。
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東レグループ サステナビリティ・ビジョン
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東レグループでは、以下の10個からなるＣＳＲガイドラインを策定し、ガイドラインに
基づき、ＣＳＲ活動を推進している。

企業情報を積極的・公正にわかりやすく開示し、
経営の透明性を維持します。お客様、社員、株
主、取引先、消費者、地域社会、マスメディア
など各ステークホルダーに適切に情報を開示し、
対話と協働を促進します。

ガイドライン６
コミュニケー
ション

企業が果たすべき社会的な責任の一環として、
経営システムや制度を常に見直し、内部統制の
強化に努めます。

ガイドライン１
企業統治

イノベーションを通じて、気候変動、資源・エ
ネルギー問題、水資源・自然環境の保全、医療
の充実・公衆衛生の普及促進などの様々な社会
的課題へのソリューションを提供し、社会の持
続的発展に貢献します。

ガイドライン７
事業を通じた
社会的課題解決
への貢献

社会からの信頼を獲得すべく、全ての役員と社
員が常に公正さと高い倫理観、責任感を持ち、
コンプライアンス意識に基づいた行動を徹底し
ます。

ガイドライン２
倫理とコンプラ
イアンス

人権を尊重し、健康で安心して働ける職場環境
を確保します。また、人材の確保と育成、雇用
の多様化に取り組むと共に、「社員の雇用を守
ること」に努めます。

ガイドライン８
人権推進と人材
育成

原材料の調達から製品の製造、供給、廃棄に至
るまでのすべてのプロセスにおいて、社会と社
員の安全と健康を守り環境保護に努めます。

ガイドライン３
安全・防災・環
境保全

持続可能なサプライチェーン構築のため、調
達・購買先、外注先、販売先、物流会社と協働
し、環境保全・人権尊重などサプライチェーン
全体でのＣＳＲ調達を促進します。

ガイドライン９
持続可能なサプ
ライチェーンの
構築

製品の品質保証と安全の管理体制を強化し、適
切な情報提供に努め、安全で信頼性の高い製品
を供給します。

ガイドライン４
製品の品質と安
全

良き企業市民として、積極的に社会・地域に参
画し、その発展に貢献します。

ガイドライン10
良き企業市民と
しての社会貢献
活動

平時からリスクの把握・分析を行い、その低
減・予防に努めます。また、当社の経営活動に
重大な影響を及ぼす恐れのある危機が発生した
場合には、迅速かつ的確な対応をとり、事態の
拡大防止および速やかな収拾・正常化を図るこ
とを目指しています。

ガイドライン５
リスクマネジメ
ント

4 4

東レグループのＣＳＲ活動（１）ＣＳＲガイドライン
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KPIの例

東レグループではCSRの3か年計画であるCSRロードマップを
策定して計画的にCSRを推進している。
CSRロードマップでは、ガイドラインごとに推進組織・責任
者を定めて、主な取り組みやKPIを設定している。また、毎
年KPIの達成度合いを開示。現在のCSRロードマップ2025は
第8次のロードマップとなる。
左の図はCSRロードマップ2025の一例。（ガイドライン9の
持続的なサプライチェーンの構築）

5

東レグループのＣＳＲ活動（２）ＣＳＲロードマップ
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東レグループのＣＳＲ調達の体制
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１．方針類：
東レグループ人権方針、東レグループ
CSR調達方針、環境10原則、東レグルー
プ生物多様性方針等の制定。「東レグ
ループCSR調達行動指針」を取引先に提
示し、「同意確認書」を取り付け。

２．負の影響を特定し評価：
CSR調達アンケートの実施と評価、通報
相談窓口の設置、CSR調達に関する高リ
スク課題調査、企業検索システムによ
る取引先リスクの確認。

３．負の影響を防止、軽減：
CSR調達アンケート評価結果のフィード
バック、低評価企業を訪問して改善要
請。

４．実施状況および結果を追跡調査：
次回のCSR調達アンケート等で改善状況
の確認。

５．負の影響への対処結果を開示：
CSRレポートや英国現代奴隷法声明文で
の公表。

東レグループのデューデリジェンスの仕組み OECDデュー・ディリジェンス・ガイダンスが示すDDプロセス

⑥適切な場合是
正措置を行う、
または是正のた
めに協力する

②企業の事業、サプ
ライチェーンおよび
ビジネス上の関係に
おける負の影響を特
定し、評価する

②企業の事業、サプ
ライチェーンおよび
ビジネス上の関係に
おける負の影響を特
定し、評価する

③負の影響を停止、
防止および軽減する
③負の影響を停止、
防止および軽減する

④実施状況および結
果を追跡調査する
④実施状況および結
果を追跡調査する

⑤影響にどのように
対処したかを伝える
⑤影響にどのように
対処したかを伝える

①責任ある企業行動を
企業方針および
経営システムに組み込む
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東レグループのデューデリジェンス
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ＣＳＲ調達アンケートの主な調査項目

Ⅰ．推進体制

□ 方針・ガイドラインの制定及び周知

□ 社内体制の整備及び責任者の選任

□ 目標・計画の制定、活動結果の検証

Ⅱ．倫理とコンプライアンス

□ 腐敗防止・贈収賄の禁止

□ 優越的地位の濫用、談合等の防止

□ 法令遵守とコンプライアンスの徹底

□ 利益相反行為の禁止

□ 機密情報・個人情報の保護

□ 知的財産の尊重・保護

□ 反社会的勢力との関係遮断

□ 規制対象技術や違法輸出の防止

□ 紛争鉱物・コバルトの使用と原産国の把握

Ⅲ．安全・衛生

□ 職場の安全対策と環境改善

□ 労働災害の防止

□ 事故や衛生上のリスクの予防

□ 労働安全に関するマネジメントシステムの
導入

Ⅳ．防災・リスクマネジメント

□ 災害時のための教育訓練・マニュアルの
整備

□ 大規模災害を想定した事業継続計画
（ＢＣＰ）の策定

□ パンデミックを想定したＢＣＰの策定

□ コンピュータ・ネットワーク上の脅威に対
する防御

Ⅴ．環境保全

□ 許可・登録等の取得と維持

□ 汚染物質・廃棄物の抑制、資源利用
（３Ｒ）の促進

□ 化学物質・汚染物質の法規制に従った適切
な管理

□ 温室効果ガスの排出量管理と削減

□ グリーン調達・グリーン購入・省エネ活動
の実施

□ 水資源や生物多様性への配慮とアセスメン
ト実施

□ 環境保全のマネジメントシステムの導入

Ⅵ．ステークホルダーとの対話

□ 財務情報及び非財務情報の公開

□ 相談・通報窓口の設置、通報者保護

□ 地域活動・社会貢献活動の支援、参加の
奨励

Ⅶ．製品安全・品質保証

□ 製品安全性の評価、含有物質の管理

□ 仕様・品質・取扱い情報等の提供

Ⅷ．人権・労働

□ 児童労働の禁止及び若年労働者への配慮

□ 強制労働、奴隷労働等、不法・非人道的労
働の禁止

□ 外国人労働者の適切な情報提供と雇用

□ 不当な低賃金・減額、法定限度を超えた労
働の防止

□ ハラスメント、体罰、虐待等の禁止

□ 組合の結成、団体交渉等の権利の保護

□ 新型コロナウイルス感染拡大による影響へ
の対応

Ⅸ．サプライチェーンでのＣＳＲの推進

□ サプライヤーへのＣＳＲ推進の要請

東レ（株）では、総購買額の9割をカバーする主要な調達・購買先、外注先、物流会社を対象として、
ＣＳＲ調達アンケートを原則2年ごとに実施している。

8

ＣＳＲ調達アンケート
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ＣＳＲ調達アンケートに回答した全ての取引先に対して分析・評価結果及び改善のポイントをフィー
ドバックしている。また当社要求レベルに満たなかった取引先（C、Dレベルの取引先など）に対して
は、個別訪問し、実態確認や改善のための対策協議を行い、各社での対策実施状況も確認している。

環境保全に関する2022年度 CSR調達アンケート回答結果のまとめ（一部抜粋）

１．環境保全を推進するため
に、方針・ガイドラインを定
め、従業員に周知しています
か？

２．環境保全を推進するため
に、社内体制を整備し、推進
責任者を決めていますか？

３．環境に関するリスクの特
定、目標または計画の制定、
活動結果の検証及び改善・是
正の仕組みはありますか？

9

ＣＳＲ調達アンケートの結果分析と改善依頼

Ａ社の評価結果(サンプル)
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東レグループでは国･地域･業種な
どから重要なCSR 調達リスク項目
と、対象サプライヤを洗い出し、
リスクの有無の調査や監査･対策を
行うプロセスの導入を進めている。

右の図は、CSR調達リスクの洗
い出しおよび優先付けを行った
もの。

ＣＳＲ調達に関する高リスク課題調査
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東レグループではウェブを中心にCSR調達の取り組みを開示している。
また、英国現代奴隷法の声明文も毎年発行・登録している。
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ＣＳＲ調達に関する開示
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東レグループに勤務する社員（派遣社員なども含む）を対象に、毎年CSRウェブセミナー
を開催している。
今年は、「CSR調達」をテーマにセミナーを開催。（昨年はサーキュラーエコノミー。）
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ＣＳＲ調達に関する社内教育




